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 第三章では、色素系光増感剤である 2,4,6-トリフェニルピリリウムカチオン（TP+）を Y ゼオライトに固定化した
増感剤固定化ゼオライト触媒（TPY）を触媒として用いた。TPY を用いることにより、分子状酸素を酸化剤とする、
オレフィンからカルボニル化合物の選択的合成を可視光（λ＞400 nm）により達成できることを明らかにした 3)。 
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 第三章では、汎用の有機光増感剤である 2,4,6-Triphenylpyrylium cation をシップインボトル法により Y ゼオライ
トのケージ内に固定化した増感剤固定化ゼオライト触媒（TPY）を用い、分子状酸素の存在下、可視光照射により、
ほぼ 100％の選択率で末端オレフィンから対応するカルボニル化合物が生成することを明らかにしている。本触媒系
はオレフィンからカルボニル化合物への変換を、常温・常圧下、分子状酸素により進行させた初めての系である。 
 以上のように、本研究は、多孔質光触媒の基本的な光触媒特性を調べることにより活性を支配する要素を明らかに
し、発見した原理原則に基づく高選択的な有機変換の例を示している。研究成果は広い範囲に応用できる、光触媒に
よる選択的有機変換反応の開発指針を示すものであり、博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
